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■主な内容■主な内容

　市無形民俗文化財「大名行列」が、８月24日に
行われました。
　主役は何といってもお殿様。今年もりりしい姿
のお殿様が立派な馬にまたがって市内中心部を練
り歩きました。沿道ではその姿を撮影する観客が
多く見られました
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のお殿様が立派な馬にまたがって市内中心部を練
り歩きました。沿道ではその姿を撮影する観客が
多く見られました

Ｐ２　湯沢市ふるさと納税推進事業がスタート
Ｐ３　ふるさとあきたラン！市代表選手紹介
Ｐ４　全国まるごとうどんエキスポ、
　　　被保険者証の更新
Ｐ６　秋田県水源森林地域の保全に関する条例
Ｐ11　犬の登録・狂犬病予防注射、
　　　秋の交通安全運動
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【ふるさとあきたラン！とは】
　平成24年６月、脚本家の内館牧子
さんが秋田魁新報の紙面において
「全県駅伝の復活」を提言。これを
受け、佐竹知事が新しい形での全県
駅伝開催に向けて取り組み、今回の
開催に至りました。
　かつての全県駅伝（平成20年を最
後に中止）は、中学生、高校生、一
般を対象としていましたが「ふるさ
とあきたラン！」は、参加する対象
年齢が広がり、小学生も対象となり
ました。
　小学生から一般の選手までタスキ
をつなぐ駅伝を全県規模で開催する
のは今回が初めてで、全国的にも非
常に珍しい大会です。

◇小学生男子

高橋　匠さん
（湯沢西小学校６年）

たかはし たくみ
◇小学生男子

本間祐大さん
（院内小学校６年）

ほんま ゆうた

◇小学生女子

後藤愛歩さん
（皆瀬小学校６年）

ごとう まほ
◇小学生女子

佐藤世里さん
（湯沢東小学校６年）

さとう せり

◇小学生男子

佐藤壱星さん
（須川小学校６年）

さとう いっせい
◇小学生女子

阿部円海さん
（湯沢東小学校５年）

あべ まるみ

◇中学生男子

児玉凜斗さん
（湯沢北中学校３年）

こだま りんと
◇中学生男子

沓澤竜也さん
（稲川中学校３年）

くつざわ たつや

◇中学生男子

本間尚哉さん
（雄勝中学校３年）

ほんま なおや
◇中学生女子

齋藤次美さん
（稲川中学校３年）

さいとう つぐみ
◇中学生女子

松浦志穂さん
（稲川中学校３年）

まつうら しほ
◇中学生女子

高橋美有さん
（湯沢南中学校３年）

たかはし みゆう
◇高校男子

櫻田尚希さん
（増田高等学校３年）

さくらだ なおき
◇高校男子

藤谷成仁さん
（湯沢高等学校１年）

ふじや なるひと
◇高校女子

佐々木羽澄さん
（湯沢翔北高等学校３年）

ささき はすみ

◇一般壮年

佐藤多喜生さん
（湯沢市役所／選手兼コーチ）

さとう たきお
◇高校女子

加藤千貴さん
（増田高等学校２年）

かとう ちか
◇一般男子

進藤英樹さん
（湯沢市役所／選手兼コーチ）

しんどう ひでき
◇一般男子

高橋　健さん
（湯沢雄勝広域消防署）

たかはし たける
◇一般女子

佐藤　牧さん
（ふるさと選手／宮城県在住）

さとう まき
◇一般女子

長塚弘子さん
（みたけ保育園）

ながつか ひろこ
◇一般壮年

加藤英敏さん
（秋田エプソン）

かとう ひでとし

ふ
る
さ
と

　
あ
き
た
ラ
ン！

秋
田
25
市
町
村
対
抗
駅
伝

『
湯
沢
市
代
表
選
手
』を
紹
介

９月28日(日)
正午スタート
八橋運動公園を発着点とする
秋田市内循環特設コースで開催

　県内25市町村全ての代表選手
が一堂に会して競う駅伝大会で、
今回が第１回の開催です。
　湯沢市代表選手団は、地域の
誇りを懸けタスキをつなぎます。
応援をよろしくお願いします！

　 ▽第１区　小学生男子　１．４Km

　 ▽第２区　小学生女子　１．３Km

　 ▽第３区　中学生男子　４．１Km

　 ▽第４区　一般女子　　４．０Km

　 ▽第５区　一般壮年　　４．４Km

　 ▽第６区　中学生女子　２．４Km

　 ▽第７区　一般男子　　６．４Km

　 ▽第８区　高校生男子　５．２Km

　 ▽第９区　高校生女子　３．３Km
　　　　　　　　　合計３２．５Km

湯沢市代表選手団
監　督　三浦敬樹（総監督・健康運動指導士）
　　　　有原　廉（須川小学校教諭）
コーチ　高橋千賀子（湯沢東小学校教諭）
　　　　加賀谷育子（湯沢西小学校教諭）

うちだて まきこ
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ふ
る
さ
と
納
税
の
仕
組
み

寄附金手続きの流れ

湯沢市
税務署

寄附者

お住まいの
市町村

湯沢市ふるさと
お届け隊

寄附❶ 確定申告❹

所得税還付
❺

住民税
決定通知書❻

特産品❷

受領証明書
❸

秋田県
ウェルカム
サービス券

連絡 連絡

（控除後の税額）

証明書

¥

〇
都
道
府
県
・
市
区
町
村
に
対
し
て
寄
附（
ふ

　

る
さ
と
納
税
）
を
す
る
と
、
寄
附
金
の
う

　

ち
二
千
円
を
超
え
る
部
分
に
つ
い
て
、
一

　

定
の
上
限
ま
で
原
則
と
し
て
所
得
税
・
個

　

人
住
民
税
か
ら
全
額
が
控
除
さ
れ
ま
す
。

〇
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
寄
附
を
し
た
翌

　

年
に
確
定
申
告
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

〇
自
分
の
生
ま
れ
故
郷
や
応
援
し
た
い
自
治

　

体
な
ど
、
ど
の
自
治
体
に
対
す
る
寄
附
で

　

も
対
象
と
な
り
ま
す
。

◇市ホームページからクレジットカードによる寄附が
　できるようになりました。申し込み・寄附・特産品
　の選択などが、一度に簡単に行うことができます。

　湯沢市ホームページの ▼

　このバナーをクリック ▼

・
・
・
品
質
は
食
に
表
れ
る
　
　
　
　

・
・
・
職
人
の
真
心
と
こ
だ
わ
り
　
　

・
・
・
良
質
の
米
と
水
の
恵
み
　
　
　

・
・
・
四
季
の
風
景
と
と
も
に
　
　
　

・
・
・
湯
沢
の
特
別
な
一
品
　
　
　
　

ふ
る
さ
と
納
税
の
仕
組
み

◇
特
産
品
Ｐ
Ｒ
と
市
内
産
業
の
活
性
化
を
目
指
し
て

湯
沢
市
ふ
る
さ
と
納
税

推
進
事
業
が

ス
タ
ー
ト

　

市
で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
推
進
と
市
内

産
業
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
五
千
円
以
上

の
寄
附
を
い
た
だ
い
た
か
た
に
、
地
元
の
魅

力
あ
る
ふ
る
さ
と
特
産
品
を
贈
呈
す
る
「
ふ

る
さ
と
納
税
推
進
事
業
」
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
趣
旨
を
考
慮
し
、

特
産
品
を
贈
呈
さ
せ
て
い
た
だ
く
の
は
、
市

外
在
住
の
寄
附
者
と
し
、
平
成
二
十
六
年
四

月
か
ら
寄
附
を
い
た
だ
い
た
か
た
が
対
象
と

な
り
ま
す
。

◇
カ
タ
ロ
グ
作
成

－

一
〇
六
点
を
掲
載

　

市
内
業
者
か
ら
申
し
込
み
の
あ
っ
た
商
品

を
厳
選
し
、「
湯
沢
市
ふ
る
さ
と
特
産
品
カ

タ
ロ
グ
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

カ
タ
ロ
グ
に
は
、
湯
沢
の
魅
力
あ
る
特
産

品　

稲
庭
う
ど
ん
、
三
梨
牛
や
み
な
せ
牛
、

地
元
産
米
、
銘
酒
、
川
連
漆
器
、
温
泉
宿
泊

券
な
ど
一
〇
六
点
を
掲
載
。
寄
附
金
額
に
応

じ
て
（
五
千
円
以
上
、
一
万
円
以
上
、
三
万

円
以
上
）、
選
択
で
き
る
特
産
品
の
種
類
が

増
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

▽
　
カ
テ
ゴ
リ
は
五
つ
　
△

　

特
産
品
は
、「
湯
沢
市
ふ
る
さ
と
お
届
け

隊
」
と
し
て
市
が
委
託
し
た
、
一
般
社
団
法

人
湯
沢
市
観
光
物
産
協
会
を
通
し
て
贈
呈
い

た
し
ま
す
。

◇
湯
沢
市
の
フ
ァ
ン
を
増
や
そ
う
！

　

全
国
に
魅
力
あ
る
特
産
品
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ

と
で
、
市
内
産
業
の
活
性
化
、
さ
ら
に
は
湯

沢
市
の
フ
ァ
ン
を
増
や
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
市
外
に
住
む
親
戚
や
友
人
、
知
人
で

ふ
る
さ
と
納
税
を
検
討
し
て
い
る
か
た
が
お

り
ま
し
た
ら
、
こ
の
取
り
組
み
を
紹
介
く
だ

さ
い
。

　

カ
タ
ロ
グ
は
、
市
本
庁
舎
一
階
ロ
ビ
ー
、

各
総
合
支
所
の
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。



ホット
スマイル

地域のかたから信頼される職員になりたい
「市内の信用金庫で働いている」

髙橋　篤史さん
A t s u s h i　T a k a h a s h iフレッシュな若者が登場するコーナーです Vol.67

担
当
業
務
を
教
え
て
く
だ
さ
い

Q

つ
み
き
ん

主
に
定
期
預
金
、
定
期
積
金
、
融
資
、
保
険
な
ど
の

営
業
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

A
こ
の
仕
事
を
選
ん
だ
き
っ
か
け
は
？

Q
大
学
の
ゼ
ミ
で
金
融
を
専
攻
し
、
金
融
関
係
の
仕
事

に
興
味
を
持
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。
ま
た
、

地
元
に
貢
献
し
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
、
地
域
と

の
関
わ
り
が
深
い
こ
の
仕
事
を
選
び
ま
し
た
。

A
休
日
の
過
ご
し
方
は
？

Q
車
を
買
っ
た
の
で
、
ド
ラ
イ
ブ
を
し
た
り
、
趣
味
の

ベ
ー
ス
を
弾
い
た
り
し
て
過
ご
し
て
い
ま
す
。

A
職
場
の
雰
囲
気
は
ど
の
よ
う
な
感
じ
で
す
か
？

Q
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
で
す
。
仕
事
が
で
き
る

ベ
テ
ラ
ン
の
先
輩
が
た
に
囲
ま
れ
、
か
わ
い
が
っ
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。

A
今
後
の
抱
負
・
目
標
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

QA
よ
り
一
層
金
融
の
知
識
を
深
め
て
、
お
客
さ
ん
の
役

に
立
て
る
職
員
に
な
り
た
い
で
す
。
そ
し
て
お
客
さ

ん
に
何
で
も
言
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
信
頼
関
係
を

今
後
も
築
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
責
任
の
あ
る
大
き
な
仕
事
も
期
待
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
頑
張
り
た
い
で
す
。

こ
の
仕
事
の
大
変
な
と
こ
ろ
と
楽
し
い
と
こ
ろ
は
？

Q
た
く
さ
ん
い
る
お
客
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
商
品

を
考
え
、
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
大
変

で
す
。
で
も
、
人
と
話
す
の
が
好
き
で
、
接
客
を
通

し
て
お
客
さ
ん
と
仲
良
く
な
り
、
商
品
や
サ
ー
ビ
ス

を
喜
ん
で
も
ら
え
た
と
き
は
う
れ
し
い
で
す
。
思
っ

て
い
た
以
上
に
地
域
の
か
た
と
接
す
る
機
会
が
あ
る

仕
事
で
、
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。
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携帯電話の紛失・盗難
　　　すぐにロックと届け出を！

▼ごみを出す時間を守って
　最近、ごみを出す時間を守らず、ごみ収集車
が通り過ぎた後に出してしまい、ごみ袋がその
まま集積所に残されるケースが多くなってきて
います。ごみは収集日の朝、午前6時から8時
までの間に出すようにしましょう。

▼ごみ袋には必ず氏名を書く
　ごみ袋に氏名を書かないままで出すと収集さ
れず、しばらく残されて悪臭の原因となること
もあります。中には故意に、無記名で、何度も
出す人もいるようです。
　集積所を利用する全ての
人に迷惑が掛かりますので、
ごみ袋を出すときは必ずご
み袋に氏名を書くようにし
てください。

　携帯電話を紛失・盗難後、勝手に利用され
て高額な利用料金の請求を受けたという相談
が寄せられています。紛失・盗難の場合、不
正利用だけでなく、保存してある情報や画像
等が悪用される恐れがあります。
　まずは、携帯電話会社等が提供する遠隔
ロックサービスなどで、データの流出を防ぎ、
その後すぐ、警察への届け出や通信回線の停
止手続きをしましょう。
　普段から自分で設定できるロック機能を活
用する、携帯電話会社の紛失・盗難時のサ
ポート体制を確認しておくなど、いざという
ときの備えが大切です。

■消費生活に関する相談、出前講座の依頼は…
　平日午前8時30分～午後5時
　湯沢市消費生活センター（湯沢市役所1階
　☎72－0874）へ

ごみ出しのルールを守りましょうごみ出しのルールを守りましょうごみ出しのルールを守りましょう

くらしの相談課生活環境班（☎55‒8069）

氏  名
湯沢太郎郎郎太郎沢太
名名

沢湯沢
氏

湯 郎沢太湯沢
 名
湯
氏

秋田・湯沢
ご当地うどんグランプリ

開催！

稲庭うどん
下川手延うどん（北海道）
釜石じゃじゃ麺（岩手県）
白石温麺（宮城県）
山形肉うどん（山形県）
鶴岡むぎきり（山形県）
塩ホルモンうどん（茨城県）
水沢うどん（群馬県）
熊谷うどん（埼玉県）
村山かてうどん（東京都）
武蔵野うどん（東京都）
吉田うどん（山梨県）
氷見うどん（富山県）
ガマゴリうどん（愛知県）
豊橋カレーうどん（愛知県）
名古屋きしめん（愛知県）
伊勢うどん（三重県）
本場讃岐うどん（香川県）
讃岐うどん（香川県）
長崎五島うどん（長崎県）

今年は 秋田・湯沢
ご当地うどんグランプリ

開催！
参加ご当地うどんの頂点を決める！
□チケット上部が投票券！好きなうどんに投票してください□

今年は

全国まるごと
うどんエキスポ
全国まるごと
うどんエキスポ
全国まるごと
うどんエキスポ

２０１４
ｉｎ

秋田・湯沢

10月４日●
　　５日●

土
日

会場◇湯沢市中心商店街ほか　時間◇４日：午前10時～午後７時◇５日：午前10時～午後５時（予定）会場◇湯沢市中心商店街ほか　時間◇４日：午前10時～午後７時◇５日：午前10時～午後５時（予定）

　
◎
参
加
ご
当
地
う
ど
ん
は
20
店

チケット好評発売中！ ◇うどん１杯券３枚つづり◇
前売券1,000円当日券1,200円

同時開催◇まるごと湯沢ミュージックストリート同時開催◇まるごと湯沢ミュージックストリート

◎チケット販売・イベントについては ▽全国まるごとうどんＥＸＰＯ実行委員会☎73‒6111（湯沢商工会議所内）へ

▽
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現
在
、
国
民
健
康
保
険（
以
下
国
保
）に

加
入
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
に
は
、
十
月
一

日
か
ら
使
用
す
る
新
し
い
被
保
険
者
証
を

九
月
中
に
配
布
し
ま
す
。

　
被
保
険
者
証
は
、
皆
さ
ん
が
保
険
医
療

機
関
な
ど
で
受
診
す
る
と
き
に
国
保
の
加

入
者
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
唯
一
の

証
明
書
で
す
。そ
の
た
め
、受
診
す
る
際
に

は
次
の
こ
と
を
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
現
在
、
入
院
中
あ
る
い
は
通
院
中
の
人

は
、
十
月
一
日
か
ら
新
し
い
被
保
険
者
証

を
必
ず
保
険
医
療
機
関
な
ど
の
窓
口
に
提

示
し
て
く
だ
さ
い
。

　
七
十
歳
以
上
の
人
は
、
別
途
負
担
割
合

を
表
す
証
と
し
て
「
国
民
健
康
保
険
高
齢

受
給
者
証
」を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
被
保
険
者
証
と
一
緒
に
、
保
険
医
療
機

関
な
ど
の
窓
口
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　
十
月
一
日
以
降
に
新
し
く
国
保
に
加
入

し
た
と
き
も
、入
院
・
通
院
に
か
か
わ
ら
ず
、

必
ず
被
保
険
者
証
を
保
険
医
療
機
関
な
ど

の
窓
口
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　
長
期
に
わ
た
っ
て
通
院
し
て
い
る
人
は
、

月
の
初
め
に
必
ず
被
保
険
者
証
を
保
険
医

療
機
関
な
ど
の
窓
口
に
提
示
し
て
く
だ
さ

い
。

被
保
険
者
証
の『
更
新
』時
期
で
す

国
保
の
窓
口
か
ら
お
願
い

▼
問
い
合
わ
せ　

市
民
課
国
保
年
金
班
（
☎
55
８
１
６
４
）・
各
総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
班

◎ 資格異動の手続きの時は ◎

　

①
入
院
中
・
通
院
中
の
人

　

②
七
十
歳
以
上
の
人

　

③
新
し
く
国
保
に
加
入
し
た
人

　

④
通
院
の
期
間
が
長
い
人

　社会保険への加入や転出など、国保の資格異
動の手続きのときは、速やかに異動する人の被
保険者証と印鑑（社会保険への加入の場合は、
社会保険の被保険者証も必要）を市役所または
各総合支所に持参してください。
　世帯主の変更や住所変更などのときは、国保
に加入する世帯全員の被保険者証と印鑑を市
役所または各総合支所に持参してください。
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中雨池、桜森、千石沢、苗代沢、
浪花坂、尼ヶ台、大クビレ、
東屋敷後、成沢
峠沢山、栗沢山、
カツクイ沢山、岩ノ沢山
研場、タテスリ沢山、小吹山、
古御嶽山、小古御嶽山、角間沢山
角間沢山
角間沢山、下タ角間沢山、
上角間沢山、姥懐山、角間山
長沢
長沢
長沢、貝堀場、務沢
務沢
務沢
務沢
務沢、カクルミ、矢櫃
カクルミ、杉ノ台
又治郎ヶ沢、節ノ木台
東市内、跡坂
杉ノ台、東市内
東市内、下屋敷、浦障子、頭無
麓沢、古館ノ下、僧ヶ沢
堂ヶ沢、内ノ目、
内ノ目山、外ノ目山
脇ノ田、袖山
袖山
滝ノ上
滝ノ上
沼ノ又
沼ノ沢
沖ノ沢、高野山
天矢場
山居沢
金倉山、二階、牛渡り
二階、牛渡り、水平
二階、水平、大荒沢、荒沢、小荒沢
西土沢、韮台
西土沢、韮台、北土沢、
浦田、米内沢
水呑沢、杉山沢、潜沢、
勘解田佐ェ門沢、長石田、糸六沢
ヌクミ台
土崎、三檜木沢
明通沢、糸六沢
与五右ェ門沢、高畑、高野平
作ノ沢
水上沢、坊成沢、栩木台
戌平、弥四郎沢、大沢
大沢、箕輪台、滝ノ沢、矢瀬ヶ沢
矢瀬ヶ沢、北上沢
柱沢、大平台、箒出、大平、
蓮花台、冷水、土目木、作ノ沢

87.78

78.79

47.13

30.22

63.34

58.06
69.33
62.82
79.66
36.74
48.79
79.93
99.17
51.36
82.96
66.28
63.69
99.27

210.99

56.41
67.90
47.27
104.00
59.62
80.67
106.14
94.71
113.07
87.57
55.41
91.91
92.02

79.55

108.97

87.75
94.00
45.10
53.88
59.37
33.34
46.39
50.24
49.30

81.01

3,261.91

字

秋田県水源森林地域の保全に関する条例秋田県水源森林地域の保全に関する条例

面積(ha)大 字
東福寺安台、東福寺次郎太郎沢、
東福寺松倉沢
東福寺七曲、東福寺蛇沢、
東福寺滝平、東福寺合長根
東福寺白沢山、東福寺二ノ回、
東福寺大深沢、東福寺七曲、
東福寺桐沢、東福寺長平
山田、東八甲山、八甲山、古館、
欠上り、保土岡、山神沢、
鹿野滝沢、南沢、若神子、相ノ沢
相ノ沢、小鳥、小坂、日陰、
滝ノ沢、網取、牟沢
大舘内沢
大舘古館、大舘上黒森、大舘石落平、
大舘外坪漆、大舘黒森、大舘東天王、
大舘上切掛、大舘呻沢、
大舘千本杉、大舘丑ヶ沢
下高橋、沢口台、坪沢、大森、
琵琶倉、大森山、大森沢、南ケ沢
滝ノ下

79.11

59.47

67.26

53.20

79.25

61.74

57.68

129.27

44.30
631.28

字 面積(ha)大 字

駒形町
（東福寺）

川連町
（川連）

川連町
（大舘）

稲庭町

泉　沢

秋ノ宮

下院内

上院内

76.22

185.22

59.21
71.94
84.07

96.68

147.95
82.46
57.50
104.43
73.13
76.00
42.70
64.52
50.54
60.70
57.55
67.95
42.40
79.67
57.71
109.82
38.90
86.58
95.55
84.03

字 面積(ha)大 字

岩　崎

湯　沢

関　口

相　川

宇留院内

高　松

山　田

　山　田、
石　塚

山　田

山田、石塚

石　塚

松　岡、
石　塚

林班

013

057

068
069
071

072

073
076
077
080
086
087
088
089
090
091
094
095
096
099
100
101
102
103
113
114

堂ヶ沢、泉の里、湯舟沢、大沢、
真ノ沢、芋ノ沢、頭無、
滝ノ沢、下山崎
小杉沢、赤石沢、山居野、
矢地ノ沢、岩下、湯ノ岱、上ハ野
清水山、深沢
深沢、向田、役内中山
北ノ沢、葭ヶ沢
葭ヶ沢、掛ノ沢、薄久内、
太田、槻ノ下
掛ノ沢、桑沢
萓ノ沢、矢倉屋敷
矢倉屋敷
真木沢
大桑沢
大桑沢
大桑沢
政組、大桑沢
大桑沢
大桑沢
小沢、小桑沢
小桑沢
小桑沢
宝山、大平山
槻沢山
槻沢山
槻沢山、水上沢
水上、上焼山、山口
南沢
南沢

林班

007

008

009

014

015

016

017

036

041
計

林班

002

015

021

022

023

034
035
036
037
038
039
040
041
044
045
046
047
055

056

069
070
074
075
084
085
086
092
095
098
099
100
110

111

119

120
121
122
123
124
125
126
127
128

134

計

　平成26年4月から 「秋田県水源森林地域の保全に関する条例」 が施行されています。10月１日からは、水源森林地
域の土地の売買などを行う場合、売買の30日前までに、県への届出が必要になります。
　県が指定する予定の水源森林地域は次のとおりです。
①秋田県森林簿で、水源かん養・干害防備保安林に指定されている森林
②国や県が管理するダム上流の森林　　　　　　　　●問い合わせ　県森林整備課資源計画班（☎018-860-1919）へ

▼県が指定する予定の水源森林地域▼

【雄勝地域】 

【稲川地域】 【湯沢地域】 

　平成26年4月から 「秋田県水源森林地域の保全に関する条例」 が施行されています。10月１日からは、水源森林地
域の土地の売買などを行う場合、売買の30日前までに、県への届出が必要になります。
　県が指定する予定の水源森林地域は次のとおりです。
①秋田県森林簿で、水源かん養・干害防備保安林に指定されている森林
②国や県が管理するダム上流の森林　　　　　　　　●問い合わせ　県森林整備課資源計画班（☎018-860-1919）へ

▼県が指定する予定の水源森林地域▼

【雄勝地域】 

【稲川地域】 【湯沢地域】 

林班

069

071

018

019

020
021
023
024
025
026
027
032
033
034
035
036
037

038

039
042
043

044

045

046
049
050
051
052
053
054
055
056
057
058
060

062

063

064
066
067
068
072
073
074

075

076
計

大 字
外赤沼、山岸、樋渡石、沼ノ上、
沢向、上小保内、紅葉平、下タ谷地

背戸倉沢、金渕沢、左脇、
荒沢、取上石、喜膳
保戸野、新林、稗田沢、菅生
稗田沢、内山、下菅生、小野、
菅生、俄坂、真木
先達、垂水、信田、長石田、奥
保戸堀沢、真坂、滑坂
岩ノ目沢
岩ノ目沢、館
木積場、下生内
生内、上生内
黒森、痩長根
桂谷地、上ノ沢
痩長根
上生内
上生内
生内
下生内、生内、横林

大久保、谷地、蟹沢山、
上中ノ台、坂ノ上、鍋割、根平、
中の台、下中の台、塚長根

鍋割、鍋割山
同心沢、下外山、外山、上外山
市野森、下坪貝
金之亟沢、上羽場、館平、森合、
芳手森、下羽場、下タ野、中羽場平

大林、堤ヶ沢山、上野山、市野、
黒沢口、埃渕、堤ヶ沢
深沢、新萱場
綱取山、滝ノ原、綱取、滝ノ原山
中野
滝向、滝ノ上
桂沢山、美吉切、桂沢上、桂沢
鳥谷、鳥谷山
小湯ノ上、下ノ沢、元湯
湯元、下ノ沢
新処、新処後
小安沢
岩ノ目沢、乗廻、桁倉
石森

黒森、堰根、坂ノ上、田向、
長遊、弩輪、清水、館、
長塚長根、猿平

猿平、大蟹沢、蟹沢、下ノ沢、
上ノ沢、下村、野田、
下林、林、山根

坂ノ下、松保
兜山
寒沢、山根、岩滑沢
寄合畑、深沢、赤沼、兜倉、外赤沼
谷地頭
谷地頭、若畑、元屋敷
桜坂、遠平
内城、荒沢、遠平、鷹巣沢、
蒲沢、水上、喜膳、林岸
栩場、鷹巣沢、奥宮

面積(ha)

75.18

74.80

227.23

53.60

76.42
82.51
68.29
41.77
54.11
80.25
81.88
120.91
51.51
58.01
44.80
81.31
67.33

83.10

99.57
86.62
44.70

40.36

54.90

47.82
60.90
56.59
94.61
108.26
36.30
56.59
51.63
68.29
53.07
63.10
41.65

42.81

93.94

93.43
93.26
67.82
120.02
60.82
65.25
62.80

71.33

111.95
5,188.61

字林班
115
116
117
118
126
127
128
133
135
136
137
138
139
140
141
142
147
148
149
150
151
152
153
154
155
157
165
166
167
168
169
170
171
172
計

大 字

上院内

院　内
銀山町

上院内

皆　瀬

南沢
南沢
南沢
南沢
合銀山、五郎城、下タ町
上町、五郎城
上ワ野、野田沢
鉛沢
大沢
大沢
大沢
大沢
大沢、大沢
黒滝沢
黒滝沢
黒滝沢
赤坂
外ヶ倉
外ヶ倉
外ヶ倉
外ヶ倉
外ヶ倉、栩沢
外ヶ倉
栩沢
山ノ田、外ヶ倉
山ノ田
大沢前
大沢前
大沢前
大沢前
大沢前
大沢前
大沢前
大沢前

面積(ha)
73.85
49.02
107.58
71.32
44.71
67.62
62.15
73.76
36.43
39.17
62.69
38.73
47.30
73.81
45.90
53.62
233.19
67.63
75.68
38.40
48.25
62.21
20.07
48.70
49.07
59.63
73.93
116.98
40.34
58.80
67.16
43.02
137.48
68.06

4,309.69

字

林班

070

022
028
029
030
031
040
041
047
048
059
004
005
082
085
092
061
065

大 字

皆　瀬

壱盃蒔、箕輪、若林、虚空蔵森、
沼端、上貝沼、貝沼、背戸倉沢、
下モ野、小保内

岩ノ目沢、長坂、小安沢
黒森
上片倉
高堂
高堂
猿倉、大又
大又、木鐙山
平場、平場山
駒泣セ
水上沢
椿森、高清水
高根、先達、沖ノ沢、沖ノ沢山
板沢
小安沢、竹ノ子山
立岩
乗廻、横通、水ノ出口、横平
松保、松森

面積(ha)

158.43

117.08
67.53
106.87
118.15
142.53
59.07
96.28
81.25
89.42
92.54
107.00
140.35
91.40
110.33
53.45
88.47
97.06

字

2014.09.15
6

【雄勝地域】 【皆瀬地域】 

【皆瀬地域】 

【雄勝地域】 【皆瀬地域】 

【皆瀬地域】 
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【
湯
沢
地
域
文
化
祭
】

◯
芸
能
部
門　

10
月
11
日
㈯
、
12
日
㈰
／

雄
勝
文
化
会
館

◯
展
示
部
門　

10
月
5
日
㈰
〜
11
月
3
日

㈪
／
市
本
庁
舎
一
階
市
民
ロ
ビ
ー

◯
囲
碁
、
将
棋　

11
月
2
日
㈰
、
3
日
㈪

／
湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

◯
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課
社
会
教
育

文
化
班
（
☎
73
2
1
6
3
）
へ

【
稲
川
地
域
文
化
祭
】

◯
と　

き　

10
月
25
日
㈯
、
26
日
㈰

◯
と
こ
ろ　

稲
川
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

◯
内　

容　

両
日
＝
作
品
展
示
、
26
日
㈰

＝
活
動
発
表

◯
問
い
合
わ
せ　

稲
川
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
（
☎
42
5
8
1
6
）
へ

【
雄
勝
地
域
文
化
祭
】

◯
と　

き　

10
月
11
日
㈯
、
12
日
㈰

◯
と
こ
ろ　

雄
勝
文
化
会
館

◯
内　

容　

両
日
＝
作
品
展
示
、
12
日
㈰

＝
芸
能
発
表

◯
問
い
合
わ
せ　

雄
勝
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
（
☎
52
2
1
1
1
）
へ

【
皆
瀬
地
域
文
化
祭
】

◯
と　

き　

10
月
26
日
㈰

◯
と
こ
ろ　

皆
瀬
総
合
支
所

◯
内　

容　

作
品
展
示

◯
問
い
合
わ
せ　

皆
瀬
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
（
☎
46
2
0
3
3
）
へ

　

東
山
森
林
公
園
の
栗
園
は
、
昨
冬
の
豪

雪
に
よ
る
枝
折
れ
被
害
で
開
園
で
き
な
い

た
め
休
園
し
ま
す
。

◯
問
い
合
わ
せ　

東
山
森
林
公
園
管
理
棟

　
（
☎
52
4
1
2
7
）ま
た
は
ま
る
ご
と
売

　

る
課
施
設
班（
☎
55
8
1
9
3
）へ

　

ト
イ
レ
の
水
洗
化
の
た
め
、
下
水
道
へ

の
加
入
や
合
併
浄
化
槽
の
設
置
を
考
え
て

い
る
人
、
そ
の
他
下
水
道
な
ど
に
関
す
る

悩
み
を
持
つ
人
を
対
象
に
休
日
相
談
会
を

行
い
ま
す
。

◯
と　

き　

9
月
28
日
㈰
午
前
9
時
〜
午

後
3
時

◯
と
こ
ろ　

市
本
庁
舎
二
階
相
談
室

◯
問
い
合
わ
せ　

下
水
道
課
管
理
業
務
班

（
☎
73
2
1
6
6
）
へ

◯
募
集
種
目　

陸
上
自
衛
官
（
看
護
）

◯
資　

格　

看
護
師
免
許
が
あ
り
、
保
健

師
ま
た
は
助
産
師
免
許
が
あ
る
（
見
込

み
も
含
む
）
36
歳
未
満
の
人

◯
受
付
期
限　

9
月
30
日
㈫

◯
試
験
日　

11
月
29
日
㈯

※
詳
細
は
受
付
後
に
連
絡
し
ま
す
。

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

自
衛
隊
秋

田
地
方
協
力
本
部
横
手
地
域
事
務
所

（
☎
0
1
8
2
32
3
9
2
0
）
へ

◯
と　

き　

9
月
21
日
㈰
午
前
9
時
50
分

〜
正
午

◯
と
こ
ろ　

共
葬
墓
地
、
金
山
神
社

◯
内　

容　

行ぎ
ょ
う

道ど
う

、
供
養
祭
、
例
大
祭
、

み
こ
し
奉
納
（
院
内
小
学
校
児
童
）
院

内
銀
山
お
ど
り
奉
納

◯
問
い
合
わ
せ　

院
内
銀
山
史
跡
保
存
顕

彰
会
江
畑
（
☎
52
2
7
4
2
）
へ

◯
と　

き　

10
月
10
日
㈮
午
後
1
時
〜
4
時

◯
と
こ
ろ　

市
本
庁
舎
2
階
会
議
室
25

◯
相
談
内
容　

多
重
債
務
、
離
婚
、
相
続
、

　

労
働
、
不
動
産
、
損
害
賠
償
な
ど

◯
定　

員　

5
人
（
先
着
順
／
要
予
約
）

◯
申
込
期
限　

10
月
8
日
㈬
（
受
け
付
け

は
平
日
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
）

※
無
料
法
律
相
談
の
利
用
に
は
資
力
基
準

が
あ
り
ま
す
。
申
し
込
み
の
際
に
収
入
や

資
産
を
伺
い
、
基
準
が
一
定
以
下
の
人
が

対
象
に
な
り
ま
す
。

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

法
テ
ラ
ス

秋
田
地
方
事
務
所
（
☎
0
5
0
―
3
3

 

8
3
―
5
5
5
1
）
へ

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

◯
と　

き　

10
月
4
日
㈯
午
後
1
時
〜
4

時
／
午
後
0
時
30
分
受
け
付
け

◯
と
こ
ろ　

幡
野
地
区
セ
ン
タ
ー
（
金
谷

字
樋
口
123
）

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

9
月
24
日

㈬
ま
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
・
ビ
ー
イ
ン
グ
事
務
局
小
原
（
☎

52
3
5
9
6
）
へ

　

観
光
栗
園
の
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番

号
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

■
変
更
前　

☎
72
3
4
3
2

■
変
更
後　

☎
72
3
4
4
3

湯
沢
市
文
化
祭

東
山
森
林
公
園
の
栗
園

休
園
の
お
知
ら
せ

下
水
道
に
加
入
を
お
考
え
の
か
た
へ

休
日
相
談
会
の
開
催

自
衛
官
募
集

国
か
ら
の
お
知
ら
せ

院
内
銀
山
ま
つ
り

第
９
回卓

球
バ
レ
ー
で
遊
ぼ
う

法
テ
ラ
ス
弁
護
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
会

観
光
栗
園（
ダ
リ
ア
園
向
か
い
）

電
話
番
号
変
更
の
お
知
ら
せ

そ
の
他
の
お
知
ら
せ

　

九
月
三
十
日
㈫
が
納
期
限
の
市
税
は
次

の
と
お
り
で
す
。

◯
国
民
健
康
保
険
税　

第
三
期

※
納
期
限
ま
で
に
納
入
が
な
い
場
合
は
、

納
期
限
後
二
十
日
以
内
に
督
促
状
を
発
送

し
ま
す
。
納
め
忘
れ
の
な
い
口
座
振
替
を

お
勧
め
し
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ　

税
務
課
納
税
班
（
☎
73

2
1
1
8
）
へ

○
と　

き　

10
月
7
日
㈫
午
前
9
時
〜

　

午
後
4
時
／
湯
沢
雄
勝
広
域
交
流
セ
ン

タ
ー
北
側
駐
車
場
集
合

○
と
こ
ろ　

横
手
市
増
田
町
内
蔵
（
佐さ

藤と
う

又ま
た

六ろ
く

家
、
旧
石い

し

田だ

理り

吉き
ち

家
ほ
か
）

○
対　

象　

市
内
在
住
の
人

○
参
加
料　

六
百
円（
施
設
見
学
料
ほ
か
）

○
定　

員　

20
人
（
先
着
順
）

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

9
月
18
日

㈭
午
前
8
時
30
分
か
ら
、
湯
沢
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
（
☎
73
1
1
3
2
）
へ

　

湯
沢
市
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会

で
は
、
路
線
バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通
に
つ

い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
調
査
票
は
、
十
六
歳
以
上
の
人
か

ら
無
作
為
抽
出
し
郵
送
し
て
お
り
ま
す
が
、

今
後
の
公
共
交
通
計
画
へ
の
基
礎
資
料
と

な
り
ま
す
の
で
、
調
査
票
が
届
い
た
場
合

は
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◯
問
い
合
わ
せ　

企
画
課
企
画
政
策
班

　
（
☎
73
2
1
1
3
）
へ

◯
と　

き　

9
月
27
日
㈯
午
前
9
時
30
分

〜
11
時
30
分

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
雄
勝
広
域
交
流
セ
ン  

タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

◯
内　

容　

学
校
支
援
地
域
本
部
事
業
を

実
施
し
て
い
る
湯
沢
南
地
区
（
湯
沢
西

小
学
校
、湯
沢
南
中
学
校
）・
北
地
区（
湯

沢
東
小
学
校
、
湯
沢
北
中
学
校
）
学
校

支
援
地
域
本
部
の
活
動
紹
介
な
ど

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習

課
社
会
教
育
文
化
班（
☎
73
2
1
6
3
）へ

◯
と　

き　

10
月
25
日
㈯
／
午
前
9
時
ま

で
、
緑
風
荘
集
合

◯
と
こ
ろ　

山
谷
峠（
ダ
リ
ア
園
付
近
）〜

稲
川
西
山
公
園

◯
参
加
料　

五
百
円
（
材
料
代
ほ
か
）

◯
持
ち
物　

昼
食
、
飲
み
物
、
雨
具
、
タ

オ
ル
な
ど

◯
定　

員　

40
人
（
一
般
20
人
、
親
子
10

組
／
先
着
順
）

※
参
加
者
に
は
、
後
日
詳
し
い
日
程
を
送

付
し
ま
す
。

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

10
月
17
日

㈮
ま
で
、
農
林
課
農
地
森
林
整
備
班

（
☎
78
1
1
7
2
）
へ

【
国
見
住
宅（
稲
川
地
域
）】

・
募
集
戸
数　

1
戸

・
完
成
年　

平
成
元
年

・
構　

造　

木
造
平
屋
建

・
タ
イ
プ　

2
Ｌ
Ｄ
Ｋ

・
家
賃　

一
万
四
千
五
百
円
〜
二
万
千
六

　

百
円
（
所
得
に
応
じ
て
決
定
）

【
大
舘
共
同
住
宅（
稲
川
地
域
）】

・
募
集
戸
数　

1
戸

・
完
成
年　

平
成
７
年

・
構　

造　

木
造
二
階
建

・
タ
イ
プ　

2
Ｌ
Ｄ
Ｋ

・
家
賃　
　

三
万
五
千
円

○
募
集
期
間　

9
月
17
日
㈬
〜
30
日
㈫
／

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

都
市
計
画

課
建
築
住
宅
班
（
☎
55
8
1
5
8
）
へ

　

安
心
キ
ッ
ト（
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
）は
、

救
急
医
療
活
動
に
必
要
な
情
報
が
書
か
れ

て
い
る
紙
を
専
用
の
容
器
に
入
れ
、自
宅
の

冷
蔵
庫
な
ど
に
保
管
し
て
万
一
の
救
急
時

に
備
え
る
も
の
で
す
。
安
心
キ
ッ
ト
を
備

え
付
け
た
い
場
合
は
、
長
寿
福
祉
課
ま
た

は
民
生
児
童
委
員
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

【
す
で
に
備
え
付
け
て
い
る
世
帯
へ
】

　

安
心
キ
ッ
ト
に
保
管
す
る
医
療
情
報
は
、

い
つ
も
最
新
の
も
の
に
取
り
替
え
て
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

◯
対
象
者　

原
則
と
し
て
65
歳
以
上
の
高

齢
者
の
み
世
帯

◯
費　

用　

無
料

◯
問
い
合
わ
せ　

長
寿
福
祉
課
高
齢
介
護

班
（
☎
73
2
1
2
3
）
へ

市
税
は
納
期
限
内
に

納
め
ま
し
ょ
う

ふ
る
さ
と
巡
り 

「
増
田
の
内
蔵
群
」

見
学
者
募
集

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

自
然
観
察
会
と

き
の
こ
種
駒
打
ち
体
験

〜
山
谷
峠
か
ら
西
山
公
園
の
自
然
観
察
会
〜

2014.09.15
8

公
共
交
通
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

学
校
と
地
域
の

連
携
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム

高
齢
者
世
帯
に

安
心
キ
ッ
ト
を

配
布
し
て
い
ま
す

市
営
住
宅
入
居
者
募
集
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①
新
規
登
録
（
鑑
札
の
交
付
含
む
）
に
は
三

　
千
円
、
鑑
札
の
再
交
付
に
は
千
六
百
円
の

　
手
数
料
が
掛
か
り
ま
す
。

②
生
後
九
十
日
を
過
ぎ
た
犬
は
、
必
ず
登
録

　
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
一
度
登

　
録
を
す
れ
ば
生
涯
有
効
で
す
が
、
引
っ
越

　
し
を
し
た
時
に
は
住
所
変
更
が
、
死
亡
し

　
た
時
に
は
死
亡
届
が
必
要
で
す
。

　
下
記
の
犬
の
登
録
・
狂
犬
病
予
防
注
射
日

程
表
の
集
合
注
射
の
場
合
は
、
接
種
料
金
が

三
千
二
百
五
十
円
と
な
り
ま
す
。（
お
つ
り

の
無
い
よ
う
準
備
し
て
く
だ
さ
い
）

　
集
合
注
射
の
際
に
自
宅
に
寄
っ
て
も
ら
う

な
ど
の
出
張
注
射
ま
た
は
市
内
の
動
物
病
院

で
の
個
別
注
射
、
市
内
の
動
物
病
院
や
獣
医

師
に
よ
る
出
張
個
別
注
射
は
別
途
料
金
が
掛

か
り
ま
す
の
で
、
右
記
ま
た
は
直
接
病
院
や

獣
医
師
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
湯
沢
市
以
外
で
予
防
接
種
し
た
場

合
の
注
射
済
票
の
交
付
は
五
百
五
十
円
、
注

射
済
票
の
再
交
付
は
三
百
四
十
円
の
手
数
料

が
掛
か
り
ま
す
。

※

ハ
ー
ト
型
の
注
射
済
票
は
希
望
す
る
人
の

み
に
交
付
し
ま
す
。
集
合
注
射
の
際
に
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。

　
犬
を
散
歩
さ
せ
る
時
に
は
、
常
に
ビ

ニ
ー
ル
袋
な
ど
を
携
行
し
、
必
ず
ふ
ん

を
処
理
し
ま
し
ょ
う
。
ど
こ
で
あ
っ
て

も
ふ
ん
を
放
置
し
て
よ
い
場
所
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
尿
に
つ
い
て
も
、
他

人
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。
放
し
飼
い
は
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。
リ
ー
ド
か
ら
放
す
こ
と
な

く
、
周
り
の
人
に
危
害
や
精
神
的
恐
怖

を
与
え
な
い
よ
う
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

○
と
　
き
　
10
月
19
日
㈰

○
時
　
間
　

　
①
午
前
9
時
〜
9
時
20
分
／
湯
沢
市
役
所

　
　
雄
勝
庁
舎
前

　
②
午
前
9
時
50
分
〜
10
時
10
分
／
湯
沢
市

　
　
役
所
皆
瀬
庁
舎
前

　
③
午
前
10
時
30
分
〜
10
時
50
分
／
湯
沢
市

　
　
役
所
稲
川
庁
舎
前

　
④
午
前
11
時
10
分
〜
正
午
／
湯
沢
生
涯
学

　
　
習
セ
ン
タ
ー
前

　
こ
れ
か
ら
の
時
期
は
、
日
暮
れ
が
早
く
な
り
、
夕
暮
れ
時
と
夜
間
は
歩
行
中
や
運
転
中
の
危
険

度
が
増
し
ま
す
。
歩
行
者
の
人
は
、
反
射
材
を
付
け
た
り
、
明
る
い
色
の
服
を
着
る
な
ど
し
て
、

自
分
の
存
在
を
運
転
し
て
い
る
人
に
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。
運
転
す
る
人
は
、
自
動
車
も
自
転
車

も
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

◎
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
　
9
月
30
日

◎
運
動
の
基
本
　
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

狂
犬
病
予
防
注
射

犬
の
登
録
・

秋
の
交
通
安
全
運
動
週
間（
9
月
21
日
〜
30
日
）

犬
の
登
録

狂
犬
病
予
防
注
射

犬
の
登
録
・

　
狂
犬
病
予
防
注
射
日
程
表

夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・

自
転
車
乗
車
中
の
交
通
事
故
防

止
（
特
に
反
射
材
用
品
な
ど
の

着
用
の
推
進
お
よ
び
自
転
車
前

照
灯
の
点
灯
の
徹
底
）

全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し

い
着
用
の
徹
底

飲
酒
運
転
の
根
絶

横
断
歩
行
者
の

交
通
事
故
防
止

（
特
に
横
断
歩
道

に
お
け
る
歩
行

者
優
先
の
徹
底
）

情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す

苦　
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
と
、
年
々
、

狂
犬
病
予
防
注
射
の
接
種
頭
数
が
減
少

す
る
に
伴
い
、
一
頭
当
た
り
の
経
費
単

価
が
増
加
す
る
た
め
、
四
月
に
予
防
注

射
料
金
を
改
正
し
ま
し
た
。

三
千
七
十
円
↓
三
千
二
百
五
十
円

射
料
金
の
改
正

注

○
問
い
合
わ
せ
　
く
ら
し
の
相
談
課
生
活
環
境
班
（
☎
55
8
0
6
9
）
へ

○
問
い
合
わ
せ
　
く
ら
し
の
相
談
課
生
活
環

　
境
班
（
☎
55
8
0
6
9
）
へ

人口と世帯数の動き人口と世帯数の動き
8月末現在

●人口
　 男
　 女

………
………
………

前月比

●世帯数…
前月比

49,171人
23,436人
25,735人

（－44人）

（－26人）

（－18人）

18,215世帯（＋4世帯）

　
山
内
家
は
江
戸
時
代
の
文
化
初
年
か
ら
昭

和
に
か
け
て
呉
服
商
を
営
み
ま
し
た
。
母
屋

を
は
じ
め
内
蔵
な
ど
の
土
蔵
群
の
ほ
か
洋
風

意
匠
の
車
庫
で
構
成
さ
れ
、
平
成
十
九
年
に

国
登
録
有
形
文
化
財
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
当
家
所
蔵
品
の
展
示
を
し
ま
す
。

観
覧
無
料
、
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

車
で
お
越
し
の
際
は
奥
山
印
刷
所（
吹
張
）ま

た
は
湯
沢
市
立
保
育
所（
田
町
）を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

◯
と
　
き
　
9
月
28
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後

　
3
時

◯
と
こ
ろ
　
山
内
家
住
宅（
吹
張
2
―

1
―

4
）

◯
公
開
場
所
　
母
屋（
一
階
店
舗
部
分
）、内
蔵

◯
問
い
合
わ
せ
　
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
文

　
化
班
（
☎
73
2
1
6
3
）
へ

歴
史
発
見
ツ
ア
ー

　
〜
江
戸
か
ら
昭
和
に
か
け
て
の

　
　
　
歴
史
的
建
造
物
を
訪
ね
て
〜

国
登
録
有
形
文
化
財

　
「
山
内
家
住
宅
」
一
般
公
開

〜
湯
沢
に
息
づ
く
昭
和
初
期
の
町
家
建
物
〜

歴
史
発
見
ツ
ア
ー

　
〜
江
戸
か
ら
昭
和
に
か
け
て
の

　
　
　
歴
史
的
建
造
物
を
訪
ね
て
〜

国
登
録
有
形
文
化
財

　
「
山
内
家
住
宅
」
一
般
公
開

〜
湯
沢
に
息
づ
く
昭
和
初
期
の
町
家
建
物
〜
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　第8回東北小学生ゴルフ大会が8月8日、宮城県
仙台市の泉国際ゴルフ倶楽部で行われ、稲庭小学校
6年加瀬谷駿くんがアウト40、イン44の合計84打で、
見事2位に輝きました。平成27年3月に習志野カン
トリークラブで行われる全国大会へ出場します。
 　駿くんは 「グリーン上のホールにしっかり寄せ、
パットを入れることを意識して頑張りたい」 と大会
への意気込みを話してくれました。

全国大会に出場する小学生を紹介します

か せ や しゅん

加 瀬 谷　　駿くん
　

稲庭小学校6年

　
市
内
に
あ
る
名
所
旧
跡
を
訪
ね
、
実
際
に

体
感
・
見
聞
し
、
郷
土
の
貴
重
な
財
産
を
再

確
認
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
ツ
ア
ー
で
す
。

一
般
公
開
さ
れ
ま
す
国
登
録
有
形
文
化
財

「
山
内
家
住
宅
」
を
巡
る
貴
重
な
機
会
に
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
と
　
き
　
9
月
28
日
㈰
／
午
前
8
時
30
分

　
ま
で
、
湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
集
合

○
コ
ー
ス
　
湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
発
↓

　
上
遠
野
家
住
宅
↓
八
幡
神
社
↓
京
野
家
住

　
宅
↓
山
内
家
住
宅（
国
登
録
有
形
文
化
財
）

　
↓
湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー（
昼
食
）↓
試

　
作
小
住
宅（
白
井
晟
一
設
計
）↓
酒
造
会
館

　（
白
井
晟
一
設
計
）↓
旧
雄
勝
郡
会
議
事
堂

　（
県
指
定
有
形
文
化
財
）↓
湯
沢
生
涯
学
習

　
セ
ン
タ
ー
着

○
定
　
員
　 

30
人
　

○
参
加
料
　 

七
百
円（
弁
当
・
保
険
料
含
む
）

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　

　
①
9
月
20
日
㈯
午
前
9
時
〜
午
後
4
時
ま

　
　
で
、
市
民
プ
ラ
ザ（
☎
78
2
3
0
0
）へ

　
②
9
月
21
日
㈰
、
22
日
㈪
午
前
9
時
〜
午

　
　
後
4
時
ま
で
、
湯
沢
観
光
ガ
イ
ド
の
会

　
　
小
嶋
（
☎
0
9
0
―
7
0
7
8
―
0
0

 
 
0
9
）
へ し

ら
い
せ
い
い
ち

か
　
ど
　
のや

ま
う
ち

き
ょ
う
の



男女共同参画・少子化対策
通信

　イマドキの婚活事情や出会いを増やす方法などについて、平成27年3月まで8回シリーズで
連載します。恋愛や結婚に向けて真剣に考えている人、またはそのご家族の人は必見です。
　執筆者は、NPO法人「花婿学校」代表の大橋清朗先生です。

おおはしきよはる

出
会
い
の
た
め
に
、
な
ぜ
「
婚
活
」
？
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前
回
「
婚
活
し
な
い
と
結
婚
が
で
き
な
い
」

と
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
恋

愛
や
結
婚
で
一
番
必
要
な
も
の
で
あ
る
「
異
性

と
の
出
会
い
」
が
、
三
十
代
を
過
ぎ
る
と
「
婚

活
」
の
出
会
い
で
し
か
実
現
で
き
な
く
な
っ
て

く
る
か
ら
で
す
。

　
皆
さ
ん
、
周
り
の
独
身
の
男
女
に
、
「
ど
う

し
て
結
婚
し
な
い
の
？
」
と
聞
い
て
み
て
く
だ

さ
い
。
理
由
は
い
ろ
い
ろ
と
あ
り
ま
す
が
、
多

く
の
人
が
「
出
会
い
が
な
い
ん
で
す
」
と
答
え

る
で
し
ょ
う
。
恋
愛
や
結
婚
で
一
番
大
事
な

「
出
会
い
」
が
な
い
の
で
す
。

　
二
十
代
ま
で
に
結
婚
す
る
男
女
は
、
自
然
な

出
会
い
で
結
婚
す
る
人
が
多
い
で
す
。
「
友
人

や
知
人
が
キ
ッ
カ
ケ
」
と
「
仕
事
関
係
」
の
自

然
な
出
会
い
で
、
大
部
分
が
出
会
っ
て
い
ま

す
。
三
十
歳
を
超
え
た
独
身
者
は
、
も
う
こ
の

自
然
な
出
会
い
で
は
、
新
た
な
出
会
い
が
期
待

で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
二
つ
の
出
会
い
環
境
で
い

ま
さ
ら
異
性
と
恋
愛
関
係
に
な
っ
た
り
、
新
た

な
異
性
と
出
会
え
た
り
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。

自
然
な
出
会
い
で
は
な
い
、
第
三
の
出
会
い
で

あ
る
、
「
婚
活
」
の
出
会
い
が
必
要
な
の
で

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
づ
く
・
・
・
・

ワーク・ライフ・バランス講演会
子育て公開セミナー

秋田県少子化対策応援ファンド助成事業

　『親子の笑顔は地域の宝！みんな笑顔で地域を元気
に！』をテーマに親子体操教室を開催します。
　事前の予約は不要です。
〇と　き　10月15日㈬　午後4時～5時
〇ところ　総合体育館
〇講　師　有限会社エスアールシーカンパニー代表
　　　　　佐藤弘道さん
〇入場料　無料
〇対象者　3歳～小学校3
　　　　　年生程度の子ど
　　　　　もをもつ家族
〇募集人数　200組程度
　　　　　（親子もしくは
　　　　　　祖父母など保
　　　　　　護者同伴）
〇持ち物　運動靴、飲料水
※動きやすい服装でご参加ください。また、録音、撮影
などは一切禁止になります。
〇問い合わせ　社会福祉法人いなかわ福祉会本部事務局
　　　　　　  （☎42‒2557）へ

　ワーク・ライフ・バランスは経営戦略の重要な柱
「明日への投資」です。みんなで「仕事と生活の調和」
の在り方を考えてみましょう。
　事前の予約は不要です。また、託児もあります。

〇と　き　10月17日㈮　午後1時30分～3時
〇ところ　湯沢グランドホテル
〇講　師　株式会社東レ経営研究所特別顧問
　　　　　佐々木常夫さん
〇入場料　無料
〇託児申し込み・問い合わせ
　企画課男女共同参画・少子
　化対策室（☎55‒8274）へ

　

個人も組織も成長するワーク・ライフ・バランス
　　　～私は仕事も家族も決してあきらめない～

　さ　　さ　　き　つね　お

　さ　とうひろみち
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　介護予防とは、元気な人が介護が必要とならないように、また、介護が必要な人
でも、できるだけ機能を維持・改善できるようにする取り組みのことです。
　この介護予防のお手本として、８回にわたって地域で活躍しているかたを紹介し
ます。元気な高齢者の生活の中に、介護予防のヒントが見えてきますよ！

　「ケアセンターいなかわ　さにーぷれいす」で行われ
ている運動教室に参加しています。若いときから運動を
してきましたが、本格的な器具を使った運動は初めてで
した。今では毎週の楽しみになっています。

　平成21年に「からだ元気教室」
に参加したのがきっかけで、その後も続けて参加してい
ます。ストレッチから始まり、器具を使った運動まで約
2時間行いますが、専門の職員が付いて、一人一人に合
わせて器具を調節してくれるほか、運動の効果を評価ま
でしてくれるので、今まで続けてこられたと思います。
　その他、趣味として着物をリメイクして個展を開いた
り大正琴を習ったりしています。こうして楽しくいろい
ろな活動ができるのも運動のおかげだと思っています。

◆伝えたい－健康と笑顔の秘訣！
　好きなことを楽しんで続けていくには、健康でいるこ
とが大切です。そのためにも、週1回のこの運動を楽し
んで、これからも続けていきたいと思います。

○問い合わせ：地域包括支援センター（☎78‒2311）

ひけつ

笑顔の達人を探して

おらほの“まめでげんき人”

　運動教室に参加して、体力
づくりに励んでいる阿部さん
を紹介します。

第３回の達人は…

阿部マツ さん（77）

あ　べ

（稲庭町）

　

第
三
回
は
、　

誰
で
も
か
か
る
可
能
性

が
あ
る
こ
こ
ろ
の
病
気
「
う
つ
病
」
に
つ

い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

　

誰
で
も
か
か
る
可
能
性
が
あ
る
こ
こ
ろ

の
病
気
が
「
う
つ
病
」
で
す
。

　

自
ら
命
を
絶
っ
た
人
の
九
割
は
、
何
ら

か
の
心
の
病
気
を
有
し
て
い
た
と
の
報
告

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
最
多
が
「
う
つ
病
」

で
す
。

　

職
場
や
家
庭
な
ど
で
、
嫌
な
こ
と
や
つ

ら
い
こ
と
が
あ
っ
て
、
や
る
気
が
出
な
い
、

楽
し
く
な
い
、
悲
し
い
な
ど
気
分
が
落
ち

込
む
〝
う
つ
状
態
〞
は
、
誰
に
で
も
あ
る

こ
と
で
す
。
た
だ
、
こ
の
状
態
が
二
週
間

以
上
続
い
た
り
、
気
分
の
落
ち
込
み
が
日

常
生
活
に
支
障
を
き
た
し
た
り
す
る
と
き

は
「
う
つ
病
」
を
疑
う
必
要
が
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

う
つ
病
と
は
、
意
欲
の
減
退
、
判
断
力

の
低
下
な
ど
の
精
神
症
状
の
ほ
か
、
睡
眠

障
害
、
肩
こ
り
な
ど
の
身
体
症
状
が
で
て
、

日
常
生
活
に
支
障
を
き
た
す
こ
こ
ろ
の
病

気
で
す
。
マ
イ
ナ
ス
思
考
に
代
表
さ
れ
る

認
知
の
ゆ
が
み
（
悲
観
、
無
価
値
観
、
自

責
観
、
希
死
念
慮
な
ど
）
を
生
じ
、
他
の

選
択
肢
を
冷
静
に
考
え
ら
れ
な
い
状
態
に

な
り
や
す
い
た
め
、
自
殺
に
結
び
つ
き
や

す
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
人
の
十
五
人
に
一
人
は
う
つ
病
を

経
験
し
て
い
る
と
い
う
ほ
ど
、
う
つ
病
は

誰
で
も
か
か
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
実
際
に
精
神
科
で
治
療
を
受
け
る

人
は
二
割
程
度
と
少
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

う
つ
に
気
付
き
、
適
切
に
対
応
す
る
こ

と
は
、
自
殺
を
防
ぐ
重
要
な
対
策
の
一
つ

と
言
え
ま
す
。

※

1
希
死
念
慮　

死
な
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
い
込
む
な
ど
、
自
殺
す
る
こ
と
を

義
務
的
に
思
っ
て
し
ま
う
状
態
。

※

2
出
典　

川
上
憲
人
ほ
か
「
こ
こ
ろ
の

健
康
問
題
と
対
策
基
盤
の
実
態
に
関
す
る

研
究
」
よ
り
。

○
9
月
17
日
（
水
）
湯
沢
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

○
10
月
1
日
（
水
）
稲
川
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

○　
　

８
日
（
水
）
皆
瀬
総
合
支
所

○　
　

15
日
（
水
）
湯
沢
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

○
11
月
12
日
（
水
）
雄
勝
文
化
会
館

ほっと
　サロン

話
せ
る
場
所
が
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。

お
茶
っ
こ
飲
み
な
が
ら
、

ゆ
っ
く
り
お
話
し
ま
せ
ん
か
。

▽
次
回
は
、「
う
つ
病
の
原
因
」
等
に
つ
い
て

お
伝
え
し
ま
す
。

選なす経誰か人と

いのちを　
つなぐ
　ゆざわ
　　　通信

いのちを　
つなぐ
　ゆざわ
　　　通信一緒に考えてほしい
大切な“いのち”
守るためにできること

　

き　
　

し　
ね
ん
り
ょ

※

2

※

1
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「
ジ
オ
パ
ー
ク
」出
前
講
座

  

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

ｉ
　

出
前
講
座
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ

せ
は
、
担
当
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
担
当　

湯
沢
市
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進 

　

協
議
会
事
務
局
（
ま
る
ご
と
売
る

　

課
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室
☎
55
８
１

　

９
５
／
直
通
）

　

交
流
会
で
は
、
冒
頭
に
各
分
科
会
で
話
し

合
わ
れ
た
内
容
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
代

表
者
が
発
表
し
、
参
加
者
全
員
で
情
報
共
有

し
ま
し
た
。
ま
た
、
郷
土
芸
能
と
し
て
、
関

口
さ
さ
ら
舞
と
小
町
太
鼓
が
披
露
さ
れ
、
東

北
六
県
か
ら
集
ま
っ
た
参
加
者
は
和
や
か
に

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

▲小町太鼓 ▲関口ささら舞

フ
ォ
ー
ラ
ム
二
日
目
は

　
　
　
　
　
ジ
オ
ツ
ア
ー
！

 

フ
ォ
ー
ラ
ム
二
日
目
は
、
ジ
オ
ツ
ア
ー
を

行
い
ま
し
た
。
約
九
十
人
の
参
加
者
は
、
院

内
銀
山
異
人
館
や
院
内
石
石
切
り
場
跡
を
巡

る
「
銀
で
築
き
」
コ
ー
ス
、
力
水
や
愛
宕
鉱

泉
な
ど
を
巡
る
「
清
水
と
と
も
に
歩
み
」

コ
ー
ス
、
川
原
毛
地
獄
や
小
安
峡
大
噴
湯
を

巡
る
「
地
熱
で
未
来
を
切
り
ひ
ら
く
」
コ
ー

ス
の
三
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
、
ゆ
ざ
わ
ジ
オ

パ
ー
ク
の
魅
力
を
実
感
し
て
い
ま
し
た
。

　

ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
は
、
今
年
五
月
に
発
足
し

た
「
ゆ
ざ
わ
ジ
オ
パ
ー
ク
ガ
イ
ド
の
会
」
に

所
属
す
る
認
定
ジ
オ
ガ
イ
ド
の
皆
さ
ん
が
行

い
ま
し
た
。
手
作
り
の
資
料
を
使
っ
て
、
分

か
り
や
す
く
説
明
し
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
も

楽
し
み
な
が
ら
説
明
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　

東
北
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
多
く
の
ジ
オ

パ
ー
ク
関
係
者
に
、
ゆ
ざ
わ
ジ
オ
パ
ー
ク
の

魅
力
を
伝
え
る
こ
と
が
出
来
た
二
日
間
で
し

た
。
ジ
オ
パ
ー
ク
の
活
動
は
、
「
人
と
人
」
、

「
組
織
と
組
織
」
と
い
っ
た
つ
な
が
り

（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
に
よ
り
、
東
北

地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
、
よ
り
強
固
に

な
っ
た
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

▲小安峡大噴湯

▲愛宕鉱泉 ▲院内石石切り場跡

▼院内銀山異人館▼木村酒蔵

　

し　
　

ず
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みんなで目指そう、世界ジオパーク！

「東北ジオパークフォーラム in ゆざわ」
                     　を盛大に開催しました
「東北ジオパークフォーラム in ゆざわ」
                     　を盛大に開催しました

 

フ
ォ
ー
ラ
ム
初
日
は
、
第
一
部
に
基
調
講

演
、
第
二
部
に
分
科
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

 

第
一
部
の
基
調
講
演
は
、
首
都
大
学
東
京

都
市
環
境
科
学
研
究
科
教
授
で
日
本
ジ
オ

パ
ー
ク
委
員
会
委
員
で
あ
る
菊
地
俊
夫
さ
ん

が
「
ジ
オ
パ
ー
ク
と
地
域
活
性
化
」
と
題
し
、

全
国
各
地
の
具
体
的
な
事
例
を
数
多
く
あ
げ

な
が
ら
、
分
か
り
や
す
く
お
話
し
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
終
了
後
に
は
長
め
の
休
憩
を
取

り
、
湯
沢
文
化
会
館
の
敷
地
内
に
設
置
し
た

休
憩
所
や
市
の
特
産
品
販
売
ブ
ー
ス
を
来
場

者
に
回
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
休
憩
所
で
は
、

高
松
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
委
員
会
の
皆
さ
ん

が
お
茶
を
振
る
舞
い
、
交
流
を
深
め
て
い
ま

し
た
。

　

第
二
部
は
、
参
加
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
会
場

に
分
か
れ
、
分
科
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

①
各
地
域
の
市
町
村
長
や
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進

　

組
織
の
代
表
者
が
集
ま
っ
て
開
催
さ
れ
た

　

「
首
長
セ
ッ
シ
ョ
ン
」
。
日
本
ジ
オ
パ
ー

　

ク
委
員
会
委
員
の
中
川
和
之
さ
ん
が
座
長

　

と
な
り
「
ジ
オ
パ
ー
ク
と
地
域
活
性
化
」

　

を
テ
ー
マ
に
議
論
を
深
め
ま
し
た
。

②
各
地
域
の
事
務
担
当
者
が
集
ま
っ
て
開
催

　

さ
れ
た
「
実
務
者
セ
ッ
シ
ョ
ン
」
。
湯
沢

　

市
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
ア
ド
バ
イ

　

ザ
ー
の
佐
々
木
詔
雄
さ
ん
が
座
長
と
な
り          

  

「
ジ
オ
ス
ト
ー
リ
ー
と
は
？
」
を
テ
ー
マ        

   

に 

各
地
域
の
取
り
組
み
を
発
表
し
、
意
見

　

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

③
各
地
域
の
ジ
オ
ガ
イ
ド
が
集
ま
っ
て
開
催

　

さ
れ
た
「
ガ
イ
ド
セ
ッ
シ
ョ
ン
」
。
一
般

　

参
加
者
も
交
え
て
開
催
し
ま
し
た
。
湯
沢

　

市
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
ガ
イ
ド
部
会

　

長
で
あ
る
加
賀
美
典
明
さ
ん
が
座
長
と
な

　

り
「
ジ
オ
ガ
イ
ド
の
仕
方
」
を
テ
ー
マ
に
、

　

事
例
発
表
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　

を
行
い
ま
し
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
初
日
は

基
調
講
演
と
分
科
会
を
開
催
！
　

▲菊地俊夫さんの基調講演

 　8月29日と30日の2日間にわたって、「第3回東北ジオパークフォーラム」が湯沢市で開催されました。
　このフォーラムには、東北の日本ジオパークネットワーク加盟地域や今後のジオパーク認定を目指して活動を始め
ている地域、ジオパークに関心がある市民など、東北六県全てから250人を超える来場者が湯沢文化会館に集まりま
した。

▲お茶の振る舞いコーナー

き
く　
ち
と
し　
お

な
か
が
わ
か
ず
ゆ
き

　

さ　
　

さ　
　

き　
あ
き　
お

　

か　
　

が　
　

み　
の
り
あ
き

▼①首長セッション

▼③ガイドセッション

▲②実務者セッション
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　8月5日～7日までの3日間、市内中心商店街を会場に
「七夕絵どうろうまつり」が開催されました。商店街は
七夕の飾りで一色になり、浮世絵や美人画が描かれた絵ど
うろうが夜空を幻想的に彩りました。今年も県内外から多
くの観光客が訪れ、その雰囲気に魅了されていました。

七夕絵どうろうまつり

　8月2日、小安峡温泉で開催された湯っこの村の温泉ま
つり。今年は「ＯＹＡＳＵ ＤＥ ＮＩＧＨＴ2014」と
題し市内外からミュージシャンを招いたステージが行われ
たほか市内飲食店特設店舗が出店しました。祭りの最後に
は花火が打ち上げられ、会場は大いに盛り上がりました。

湯っこの村の温泉まつり

大名行列

　8月21日、横堀商店街を会場に仮装盆おどり大会が行わ
れました。今年は、雄勝地域の事業所や福祉施設のほか横
堀小学校2～6年生、雄勝高等学校生徒など22団体が参加。
それぞれが趣向を凝らした衣装を身にまとい、横堀音頭と
横堀甚句に合わせて踊りながら商店街を練り歩きました。

仮装盆おどり大会

　8月8日、第37回雄勝大花火大会が役内川河川敷で開催
されました。「夢咲かそう　いつまでも　小町の郷に大輪を」
をテーマに約5,000発の花火が打ち上げられました。
　当日は、あいにくの雨でしたが、夜空を彩る大輪の花を
見上げた見物客から歓声が上がっていました。

雄
勝
大
花
火
大
会

　8月24日、市無形民俗文化財「大名行列」が行われまし
た。午前9時30分に愛宕神社を出発した行列は、武家屋敷
の雰囲気が残る内町や各商店街など市内中心部を一日掛か
りで練り歩きました。行列の見どころの一つ「奴振り」が
披露されると、観客から盛んに拍手が送られていました。

やっこ
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夏風切って快走!
第32回湯沢七夕健康マラソン大会

音楽の祭典
サマーミュージックフェスティバル2014

▲勢いよく市本庁舎前をスタートするランナーたち▲フェスティバルバンドによる演奏

体操で爽やかな一日を
第32回市民ラジオ体操の集い

　8月1日、湯沢生涯学習センター隣の駐車場で、第32回
ラジオ体操が開催されました。集いには、子ども237人、
大人100人の337人が集まり、体操で心地よい汗を流しまし
た。
　集合時間が早いということもあり、最初は眠そうな参加
者もいましたが、音楽が流れると生き生きと体を動かし始
めました。

ダンスで魅せる!
湯沢ストリート村

　8月16日、総合体育館で「湯沢ストリート村」が開催さ
れました。
　特設ステージではダンスコンテストやダンスバトルが行
われ、子どもたちの熱演に観客も真剣なまなざしを向けて
いました。また、ジャミセリオンの登場にアーティストの
ライブ、豪華なファッションショーも行われ、会場内は常
に盛り上がっていました。

▲聞きなじみのある音楽に合わせて元気に体を動かす参加者たち▲子どもたちはダンスの楽しさを全身で表現

　8月17日、サマーミュージックフェスティバル2014が湯
沢文化会館で行われました。
　フェスティバルジュニアバンドや湯沢市出身の若手音楽
家、フェスティバル合唱団、フェスティバルバンド約300
人が演奏しました。また、トロンボーン奏者の中川英二郎
さんによる演奏も行われ、来場者は心地よいハーモニーに
酔いしれていました。

なかがわえい じ ろう

　8月7日に「第32回湯沢七夕健康マラソン大会」が開催
され、県内外729人のランナーが参加しました。今年も昨
年に引き続き、ゲストランナーとして浅利純子さんを迎え、
短冊などで色とりどりに飾られた沿道や商店街を駆け抜け
ました。
　沿道からは最後のランナーが走りきるまで「頑張れ、あ
と少し」など温かい声援が送られました。

あさ り　　　こじゅん
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■湯沢地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

「こんにちは赤ちゃん」 「おくやみ」 に掲載を希望しない人は、届け出の際に窓口へ申し出てください。

8.15

8.15

8.16

8.17

8.19

8.22

8.22

8.22

8.23

8.24

8.24

8.26

8.30

8.31

89

89

91

76

81

79

93

92

82

85

53

73

88

76

2014.09.15

愛宕町第１

大工町第３

外　ノ　目

上　　　関

いさみが岡

切　畑　下

堂　ヶ　沢

吹張町第３

杉沢裏第１

落　　　合

上　倉　内

深 堀 ２ 区

中学校通り

八　幡　林

■稲川地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

上　久　保

飯　　　田

健　寿　苑

大　　　谷

西　　　町

89

98

101

85

93

8.20

8.21

8.22

8.26

8.29

博　邦

久　　

本　人

光　男

徹　雄

●湯沢地域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

も　も

なおと

ゆうと

ありさ　

ほのみ　

あいり

　 山　桃 百ちゃん

高 橋　直 大くん

齋 藤　悠 人くん

藤 原 杏里沙ちゃん

鈴 木 保乃美ちゃん

瀧 澤　愛 莉ちゃん

8.11

8.13

8.15

8.15

8.16

8.17

下　関　中

成 沢 下 丁

森　　　合

若　葉　町

福　　　島

西 二 ツ 橋

●稲川地域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

なつね

佐 藤　夏 音ちゃん 8.12 横　小　路央さん・春美さん

●雄勝地域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

ひまり

あ　お

岸 　　陽 葵ちゃん

石 田　阿 桜くん

8.18

8.19

小　　　沢

八　　　丁

祐樹さん・貴子さん

友也さん・真寿美さん

和　子

美　靜

正　雄

勇　助

本　人

本　人

京　一

正　幸

順　一

一　重

弥一郎

諭

貞　右

正　作

和宣さん・安有子さん

和彥さん・美奈子さん

真人さん・知奈美さん

広幸さん・亜沙美さん

保志さん・敏美さん

直樹さん・邦恵さん

■雄勝地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

上　寺　沢

岳　ノ　下

寺　　　町

内　　　町

泉　　　沢

大　水　口

東　　　山

78

81

91

82

60

77

63

8.16

8.16

8.16

8.19

8.21

8.22

8.27

初　子

雅　彦

勇　一

勝　秋

健　一

本　人

智

石 垣　シ ゲさん

東海林ヨシヱさん

佐 藤 カチエさん

佐 藤 利一郎さん

佐 藤　ミ サさん

樋 口　　 茂さん

　 　　傳 一さん

小野垣 新 一さん

髙 橋　勝 治さん

柏 原　正 男さん

簗 瀬　カ ヅさん

渡 部　　 昭さん

舘 石　正 助さん

藤 𠩤　茂 夫さん

佐 藤　ミ ヱさん

松 田 マサ子さん

山 田 瑜璃子さん

大 山　正 司さん

佐 藤　哲 藏さん

山 内 正之　さん

松 田 キヨ子さん

佐 藤　ト ミさん

小 原　　 剛さん

宮 崎　　 功さん

小 室　タ ヱさん

藤 原 アヤ子さん
8月31日届け出分まで

8月31日届け出分まで
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116,672

項　　　目
内　　　　　訳 件数・個数 金額（円）

８月分

合　　　計 21

3 57,200接　遇　費

0 0餞　　　別

00慶　弔　費

贈答用特産品 16 29,472

市長名刺印刷代ほか

贈 答 品 代

2 30,000行事出席等の会費

0 0協　賛　費

市長日誌（８月）

交際費報告

地域おこし協力隊任命式、行政員感謝状贈呈式、平成26
年度第5回湯沢市農業委員会総会
第18回「シャイントピアみなせ夏祭り」、2014年いなかわ
福祉会夏祭り

1日（金）

2日（土）

湯沢秋田ライオンズクラブ「ライオンズ旗争奪少年サッ
カー大会」開会式

3日（日）

社会資本整備を考える首長の会（東京都）4日（月）
湯沢市議会全員協議会、岩手県山田町の子どもたちとの
夕食会、第20回湯沢城址探索七夕ちょうちん行列出発式

5日（火）

平成26年度第1回秋田県雄勝地域保健医療福祉協議会、
七夕路上コンサート「ＴＡＭＡＣＯＮ」、七夕絵どうろう
まつりコンクール表彰式

6日（水）

第32回湯沢七夕健康マラソン大会開会式・表彰式7日（木）
第37回雄勝大花火大会安全祈願祭8日（金）
湯沢雄勝広域市町村圏組合管理者会11日（月）
湯沢市成人式15日（金）
奥羽本線湯沢駅本屋・東西自由通路新設他工事安全祈願
祭、湯沢雄勝広域市町村圏組合全員協議会・8月臨時会

18日（月）

高松市役所表敬訪問（香川県）、企業訪問（香川県）19日（火）
企業訪問（徳島県）20日（水）
あきたリッチセミナー in OSAKA（大阪府）21日（木）
湯沢市議会全員協議会22日（金）
秋田さきがけ県南政経懇話会8月特別例会（横手市）25日（月）
首都圏企業訪問（東京都）26日（火）
湯沢市議会運営委員会、定例記者会見27日（水）
第44回皆瀬地域老人クラブ大会、市長との対話集会（弁
天地区）

28日（木）

第3回東北ジオパークフォーラム29日（金）
第44回県民スポーツ大会全県8人制バレーボール大会開
会式、第56回手をつなぐ育成会秋田県大会

31日（日）

　

九
月
長
月
、
暑
か
っ
た
夏
も
足
早
に
過
ぎ
、
季
節
は
す
で
に
秋
。
秋
田
の
四
季

は
は
っ
き
り
し
て
お
り
、
季
節
の
変
化
が
肌
身
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。
今
年
の
秋
は
、

第
二
十
九
回
国
民
文
化
祭
が
秋
田
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
わ
が
湯
沢
市
で
も
〝
湯

沢
に
集
う
音
楽
の
祭
典
〞
と
〝
う
る
し
・
う
る
わ
し　

湯
沢
、
漆
の
祭
典
〞
を
テ

ー
マ
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
お
り
ま
す
し
、
了
翁
禅
師
研
究
会

の
〝
今　

な
ぜ
、
了
翁
禅
師
か
〞、
湯
沢
凧
同
好
会
の
〝
全
国
凧
あ
げ
大
会
in
湯
沢
〞

も
開
催
さ
れ
、
関
係
団
体
の
皆
さ
ん
が
一
生
懸
命
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
に
は
、
素
晴
ら
し
い
伝
統
、
歴
史
、
文
化
が
あ
り
ま
す
。

　

湯
沢
市
の
音
楽
の
レ
ベ
ル
は
高
く
、
優
れ
た
指
導
者
に
も
恵
ま
れ
、
こ
れ
ま
で

湯
沢
北
中
学
校
吹
奏
楽
部
、
湯
沢
南
中
学
校
吹
奏
楽
部
・
合
唱
部
が
全
国
大
会
で

連
続
し
て
金
賞
に
輝
い
て
お
り
ま
す
し
、
須
川
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
東
日
本
大
会

の
金
賞
受
章
等
、
全
国
的
に
も
音
楽
の
ま
ち
〝
ゆ
ざ
わ
〞
を
知
ら
し
め
る
、
素
晴

ら
し
い
栄
光
の
歴
史
を
残
さ
れ
ま
し
た
。
湯
沢
市
出
身
で
全
国
で
活
躍
中
の
テ
ノ

ー
ル
歌
手
中
鉢
聡
さ
ん
、
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
上
野
律
子
さ
ん
、
本
市
と
関
わ
り
の
深

い
メ
ゾ
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
野
尻
弘
子
さ
ん
と
若
手
バ
リ
ト
ン
歌
手
藤
原
直
之
さ
ん
な

ど
の
音
楽
家
も
加
わ
り
、
大
い
に
音
楽
の
ま
ち
〝
ゆ
ざ
わ
〞
を
楽
し
ん
で
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

漆
は
英
語
で【
ジ
ャ
パ
ン
】、
日
本
と
同
じ
語
源
で
す
。
国
民
文
化
祭
で
は
〝
縄

文
か
ら
未
来
へ
〜
漆
は
な
ぜ
日
本
人
を
魅
了
し
続
け
る
の
か
〞
と
し
て
、
全
国
二

十
一
の
産
地
か
ら
自
慢
の
逸
品
、
歴
史
あ
る
素
晴
ら
し
い
漆
の
作
品
が
展
示
さ
れ
、

ま
た
、
東
京
藝
術
大
学
教
授
で
江
戸
蒔
絵
赤
塚
派
十
代
の
三
田
村
有
純
さ
ん
も
講

演
さ
れ
ま
す
。
湯
沢
市
が
全
国
、
世
界
に
誇
れ
る
漆
文
化
を
発
信
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
湯
沢
が
生
ん
だ
名
僧
、
了
翁
禅
師
を
テ
ー
マ
と
し
た
基
調
講
演
に

は
、
中
尊
寺
の
山
田
俊
和
貫
主
を
お
呼
び
し
て
お
り
ま
す
。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
、
演
劇
と
講
談
も
貴
重
な
企
画
で
、
了
翁
禅
師
を
知
る
絶
好
の
機
会
で
す
。

ま
た
、
湯
沢
凧
を
は
じ
め
全
国
各
地
の
名
物
た
こ
が
競
演
す
る
全
国
規
模
の
た
こ

揚
げ
大
会
、
湯
沢
の
伝
統
文
化
で
あ
る
湯
沢
凧
の
歴
史
や
魅
力
を
伝
え
る
展
示
会

に
は
、
貴
重
な
資
料
も
展
示
さ
れ
ま
す
の
で
、
大
い
に
期
待
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

故
郷
の
伝
統
、
歴
史
、
文
化
を
知
る
こ
と
は
自
ら
を
知
る
こ
と
で
あ
り
、
明
日

へ
の
生
き
る
糧
で
も
あ
り
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
こ
の
機
会
に
直
接
触
れ
て
、

湯
沢
市
の
文
化
の
一
端
を
、
楽
し
み
な
が
ら
ぜ
ひ
感
じ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

お
う

り
ょ
う

た
こ

ゆ
き

な
お

わ
ら

ふ
じ

こ

り
つ

の

う
え

さ
と
し

ば
ち

ち
ゅ
う

し
ゅ
ん
わ

だ

や
ま

む
ら
あ
り
す
み

た

み

ひ
ろ

こ

じ
り

の

▲8月29日、東北ジオパークフォーラム「首長セッション」で
　ゆざわジオパークをＰＲする齊藤市長

社会資本整備を考える首長の会意見
交換会費ほか
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